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稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

博
土
後
期
課
程
一
般
・
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

〔
資
料
解
読
〕

【教
科
教
育
学
専
攻

（国
語
科
教
育
学
。
国
語
科
内
容
学
）

】

解
答
上
の
注
意

教
科
教
育
学
専
攻
（
国
語
科
教
育
学
・
国
語
科
内
容
学
）

左
記
の
表
の
解
答
す
べ
き
問
題
を
解
答
し
な
さ
い
。

の
入
学
試
験
問
題
は
、

出
願
時
に
届
け
出
た
指
導
教
員
の
欄
に
従
い

、

解
答
用
紙
の
所
定
欄
に
受
験
番
号
・
氏
名
・
研
究
指
導
名
・
指
導
教
員
名
を
必
ず
記
入
す
る

こ
と
。

解
答
の
際
に
は
、
問
題
番
号
、
設
問
番
号
を
記
入
し
て
か
ら
解
答
す
る
こ
と
。

問
題
用
紙
は
「
十
二
枚
」

（
本
ペ
ー
ジ
含
む
）
で
す
。

（
例
「
問
題
―
i

問
二
」
等
）

解
答
す
べ
き
問
題
以
外
を
解
答
し
た
場
合
、
．
当
該
解
答
は
「
0
点
J

と
な
り
ま
す
。

以

上

解答用紙は必要枚数配布しているが、使用する解答用紙はElと囲lが「二枚」で、それ以外は「一枚」です。
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方」

生
活
綴
方
教
育
の
成
立
過
程
に
お
け
る
「
調
べ
た
綴
方

J

の
位
置
付
け
と
意
義
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
な
さ

（
倉
沢
栄
吉
他
編
『
近
代
国
語
教
育
論
大
系
13
昭
和
期
IV
』
光
村
図
書
、

の
せ
い
と
し
て
、
御
免
を
蒙
る
外
は
な
い
。

一
九
七
六
、

著

者

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
入
学
試
験
問
題

問
題
一

次
の
資
料
は
、
上
田
庄
三
郎

ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

『
調
べ
た
綴
方
と
そ
の
実
践
』

（
一
九
三
三
）

の

一
節
で
あ
る
。

現
代
は
「
世
界
大
戦
」
以
後
の
、
数
育
の
一
大
革
新
期
で
あ
り
、
赦
育
教
科
の
全
分
子
が
「
新
し
き
磁
場
」
を
も
と
め
て
動
い
て
ゐ
る

時
代
で
あ
る
。
数
育
の
根
本
原
理
の
上
に
も
、
数
育
の
組
織
の
上
に
も
、
教
科
内
容
の
上
に
も
、
数
育
轄
換
の
悩
み
と
も
が
き
は
あ
る
。

本
書
「
調
ぺ
た
綴
方
と
そ
の
貢
践
」
ほ
、
現
代
教
育
に
於
け
る
小
規
模
な
「
新
し
き
磁
湯
」
で
あ
る
。
数
育
を
輿
に
時
代
的
な
生
活
組

織
の
機
能
と
し
て
再
楷
成
せ
ん
と
す
る
運
動
の
、
拙
劣
な
雑
信
で
あ
り
、
「
綴
方
教
育
」
の
名
に
於
け
る
「
新
教
育
同
盟
」
脱
退
勤
告
書

な
綴
方
数
育
の
新
指
標
を
稜
明
宣
言
し
て
、
綴
方
数
育
の
大
勢
を
リ
ー
ド
せ
ん
と
し
た
も
の
で
ほ
毛
頭
な
く
、
現
代
に
於
け
る
綴
方
教
育

の
賓
践
を
瞥
見
し
て
そ
の
中
心
動
向
が
「
調
べ
た
綴
方
」
に
あ
る
こ
と
を
明
か
に
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
私
の
「
内
な
る
も
の
を
引

出
し
た
」
の
で
は
な
く
、
「
外
な
る
も
の
を
引
出
し
た
」
も
の
で
あ
り
、
然
も
「
借
り
た
禅
」
の
縞
模
様
に
就
て
瑕
借
す
る
こ
と
な
く
非

難
酷
評
を
加
へ
、
先
進
諸
家
の
業
綬
に
封
し
て
證
を
失
し
た
貼
は
少
く
な
い
。
こ
れ
は
教
育
の
新
組
織
を
求
め
て
急
ぐ
「
太
平
洋
の
波
」

本
書
が
、
も
し
も
綴
方
教
育
な
ら
び
に
全
数
育
の
、
新
し
き
研
究
に
と
つ
て
、
何
等
か
の
意
味
で
参
考
と
な
り
、
礎
石
と
な
る
こ
と
が

出
来
る
と
す
る
な
ら
、
そ
の
功
績
の
大
部
分
は
下
手
な
角
力
よ
り
も
「
借
り
た
禅
」
の
威
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

な
ほ
、
「
詞
べ
た
綴
方
」
の
最
近
に
於
け
る
果
敢
な
賀
践
ほ
、
も
と
よ
り
抗
し
難
き
時
代
の
動
向
の
然
ら
し
む
る
も
の
で
あ
っ
て
、
誰

の
特
許
で
も
専
賣
で
も
な
い
が
、
本
書
は
い
た
づ
ら
に
「
時
流
」
を
追
ふ
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
私
も
亦
、
敷
年
前
か
ら
「
調
べ
た
綴

方
」
の
粗
楔
な
主
張
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
附
け
加
へ
て
、
本
書
の
さ
さ
や
か
な
歴
史
性
を
訴
へ
て
置
き
た
い
。

一
九
三
三
年
―
二
月
一
＝
日

一
五
了
＼
一
五
二
頁
）

「
新
し
き
磁
場
」
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。
大
正
か
ら
昭
和
一

0
年
頃
に
か
け
て
の
綴
方
教
育
の
動
向
、

出
現
の
理
論
的
背
景
に
触
れ
な
が
ら
述
べ
な
さ
い
。

「
調
べ
た
綴

《
注
意
》
解
答
は
す
べ
て
別
紙
の
解
答
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
。
解
答
用
紙
の
「
問
題
番
号
」
欄
に
「
問
題
一
」
、
「
問
題
二
」
と

そ
れ
ぞ
れ
記
入
し
た
上
で
、
「
問
題
一
」
は
問
1
S
2
、
「
問
題
二
」
は
問
1
S
3
と
そ
れ
ぞ
れ
記
入
し
て
か
ら
、
続
け
て
解
答
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
解
答
用
紙
は
裏
面
も
使
用
可
で
す
。

で
も
あ
る
。
だ
が
私
は
現
代
教
育
の
現
役
的
貿
錢
家
で
は
な
く
、

一
個
の
私
設
通
信
員
に
過
ぎ
な
い
。
従
つ
て
本
書
は
、
私
が
明
確
斬
新

わ
け
て
時
代
感
覺
の
鋭
敏
な
綴
方
教
育
に
於
て
、
最
も
鮮
活
な
動
向
を
観
る
。

口

璽
g

教
育

科
目
名

資
料
解
読

年
度

の

「自
序」

（
国
語
科
教
育
学

＂
国
語
科
内
容
学

）

こ
れ
を
読

2
 



二
0
ニ

問
3

問
2

問
1

学
制
に
始
ま
る
教
育
と
い
う
制
度
の
整
備
に
並
行
し
て
、
世
紀
転
換
期
か
ら
、
「
大
人
」
と
は
異
な
っ
た
、
そ
れ
自
体
の
特
徴
を
持
っ

た
「
子
ど
も
」
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
「
子
ど
も
ら
し
さ
」
が
探
ら
れ
て
い
く
。
「
子
ど
も
」
の
性
質
や
内
面
、
生
活
と
い
っ
た
、
「
大
人
」

と
は
異
な
っ
た
独
自
の
奥
行
き
が
見
出
さ
れ
、
「
大
人
」
へ
の
水
路
づ
け
や
「
子
ど
も
ら
し
さ
」
の
尊
重
と
い
っ
た
、
「
子
ど
も
」
に
対
す

る
「
大
人
」
（
社
会
化
エ

ー
ジ
ェ
ン
ト
）
の
適
切
な
働
き
か
け
が
、
教
育
方
法
論
と
し
て
模
索
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
昭
和
初
期
に
は
、

「
子
ど
も
」
が

r
大
人
」
の
想
定
す
る
「
子
ど
も
ら
し
さ
」
か
ら
ず
れ
る
可
能
性
が
自
覚
さ
れ
始
め
、
「
大
人
」
が
そ
れ
を
把
握
し
て
そ
れ

に
対
処
す
る
方
法
を
め
ぐ
る
議
論
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
「
子
ど
も
」
の
内
面
や
生
活
を
半
分
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
と
す
る
こ
と

ー

「
子
ど
も
」
を
曖
昧
な
主
体
と
見
な
す
こ
と
ト
ー
で
、
そ
の
処
遇
を
め
ぐ
っ
て
教
育
論
が
様
々
に
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
、

言
い
換
え
れ
ば
、
教
育
と
い
う
領
域
が
自
己
準
拠
的
な
も
の
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
「
子
ど
も
」
の
惣
定
か
ら
の
ず

ン
ト
）
の
関
係
性
は
安
定
的
に
展

れ
を
め
ぐ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
続
け
ら
れ
、
「
子
ど
も
」
と
「
大
人
」
（
社
会
化
ェ
ー
ジ
ェ

開
さ
れ
る
。

こ
の
変
化
に
並
行
し
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
教
育
を
媒
介
項
に
、
「
子
ど
も
」
は
社
会
の
鍵
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
く
。
「
子
ど
も
」
は
、
一
方
で
現
在
の
「
大
人
」
と
は
異
な
っ
た
理
想
の
生
と
し
て
称
揚
さ
れ
、
他
方
で
未
来
の
理
想
の
「
大
人
」
と

さ
れ
て
い
く
。
そ
し
て
、
「
子
ど
も
」
ら
し
い
「
子
ど
も
」
と
そ
の
教
育
の
先
に
、
理
想
の
「
大
人
」
と
理
想
の
社
会
が
想
定
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
く
。
教
育
論
は
、
「
子
ど
も
」
と
は
何
か
、
そ
れ
を
い
か
に
処
遇
す
べ
き
か
を
模
索
し
つ
つ
、
同
時
に
、
社
会
の
鍵
と
し

て
「
子
ど
も
」
と
教
育
を
意
味
づ
け
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
構
図
は
思
想
的
な
立
場
を
超
え
て
共
有
さ
れ
、
「
大
人
」
で
は
な
い
が
「
大
人
」
に
な
る
べ
き
「
子
ど
も
」
と
そ
の
教
育
を
め
ぐ

っ
て
、
言
説
が
特
定
の
パ
タ
ー
ン
で
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
方
で
、
発
見
さ
れ
た
「
子
ど
も
」
の
想
定
か
ら
の
ず
れ
を
め
ぐ
っ
て
、

放
任
か
指
導
か
、
子
ど
も
尊
重
か
統
制
か
と
い
っ
た
「
子
ど
も
」
の
処
遇
（
教
育
方
法
）
を
め
ぐ
る
議
論
が
繰
り
返
さ
れ
、
他
方
で
、

「
子
ど
も
」
の
教
育
に
よ
る
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
と
い
う
図
式
を
共
有
し
た
上
で
、
「
子
ど
も
」
と
そ
の
教
育
を
賭
け
金
に
し
た
社
会
像

の
議
論
な
ど
が
、
繰
り
返
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
子
ど
も
」
と
教
育
は
支
え
合
い
、
こ
の
語
り
の
領
域
を
形
成
し
て
い
る
。
「
子
ど

も
」
の
こ
と
を
考
え
よ
う
と
し
て
も
、
国
家
や
社
会
の
こ
と
を
考
え
よ
う
と
し
て
も
、
ど
こ
か
で
こ
の
語
り
の
磁
湯
に
巻
き
込
ま
れ
て
し

ま
う
よ
う
に
な
る
。

（
元
森
絵
里
子
『
「
子
ど
も
」
語
り
の
社
会
学
』
、
勁
草
書
房
、
二

0
0九、

本
資
料
か
ら
読
み
取
れ
る
「
子
ど
も
」
と
教
育
の
関
係
を
め
ぐ
る
語
り
と
は
、

本
資
料
の
観
点
か
ら
、
国
語
科
の
感
想
文
指
導
の
問
題
点
を
指
摘
し
な
さ
い
。

学
校
教
育
に
お
け
る
「
子
ど
も
ら
し
さ
」
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
説
明
し
な
さ
い
。

あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
な
さ
い
。

〈
〈
注
意
》
解
答
は
す
べ
て
別
紙
の
解
答
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
。
解
答
用
紙
の
「
問
題
番
号
」
欄
に
「
問
題
一
」
、
「
問
題
二
」
と

そ
れ
ぞ
れ
記
入
し
た
上
で
、
「
問
題
一
」
は
問

1
S
2
、
「
問
題
二
」
は
問

1
S
3
と
そ
れ
ぞ
れ
記
入
し
て
か
ら
、
続
け
て
解
答
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
解
答
用
紙
は
裏
面
も
使
用
可
で
す
。

問
題
二
次
の
資
料
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

科

目

名

資

料

解

読

二
二
六

S
ニ
ニ
七
頁
）

（
国
語
科
教
育
学
賓
国
語
科
内
容
学
）

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
入
学
試
験
問
題

年
度
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（形態索論・語栂成詰）

二
問
4

問
3

問
2

問
1

問
題

こ
の
図

1
S
図
4
は
、
あ
る
文
法
家
の
学
説
の
要
点
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
文
法
家
の
氏
名
と
活
躍
し
た
時
代
、
ま
た
代
表
的
な
著
作
を
二
点
挙

げ
な
さ
い
。

こ
の
説
で
は
、
言
語
を
構
成
す
る
要
素
に
は
三
つ
の
「
階
段
」
が
あ
る
と
し
、
図
1

で
示
し
た
よ
う
に
、
「
形
態
素
」
は
「
原
辞
」
、
「
語
」
は
「
詞
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、

「
文
」
に
相
当
す
る
も
の
は
何
と
呼
ば
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
構
文
論
に
あ
た
る
「
詞

の
相
関
論
」
で
は
ど
の
よ
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
は
現
代
に
お
け
る
文
成

立
論
の
捉
え
方
か
ら
見
て
ど
の
よ
う
に
評
価
で
き
る
と
思
う
か
、
ま
と
め
な
さ
い
。

図
3
・
図
4
に
あ
る
「
格
」
と
は
何
か
。
「
名
詞
表
示
態
の
格
」
と
「
動
詞
の
格
」
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
現
代
の
日
本
語
文
法
論
と
比
較
し
な
が
ら
、
具
体
的
に
説
明
し
な

さ
い
。こ

の
文
法
家
の
文
法
論
の
特
徴
に
つ
い
て
、
同
時
代
に
活
躍
し
た
他
の
文
法
家
の
論

と
比
べ
な
が
ら
詳
し
く
論
じ
な
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
文
法
家
の
国
語
学
史
上
の
位
置
づ

け
や
後
世
に
与
え
た
影
響
、
さ
ら
に
こ
の
文
法
論
に
対
す
る
後
世
の
評
価
に
つ
い
て
も
、

知
る
と
こ
ろ
を
述
べ
な
さ
い
。
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後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。

日
本
語
学

二
0
ニ

科

目

名

資

料

解

読

（
国
語
科
教
育
学
“
国
語
科
内
容
学
）

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
入
学
試
験
間
題

（
含
日
本
語
教
育
）

次
の
図

1
S
図
4
を
見
て
、

年
度

ー・旱



〈
資
料
〉

〔
問
題
]

国
古
典
文
学
ー

（
上
代
文
学
）

後
の
〈
資
料
〉
に
つ
い
て
、
次
の
問
―

S
問
―
―
一
に
答
え
な
さ
い
。

問
一
、
全
文
を
意
味
の
通
る
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
き
下
し
文
に
し
な
さ
い
（
適
宜
句
読
点
を
施
す
こ
と
）
。
そ
の
際
、
時
代
や
文

体
を
考
慮
し
、
ま
た
誤
字
・
脱
字
・
術
字
等
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
適
切
な
形
に
改
め
る
こ
と
。
ま
た
、
資
料
に
あ
る
読

み
仮
名
、
返
り
点
等
に
従
う
必
要
は
な
い
。

問
二
、
美
保
郷
条
の
地
名
起
源
説
話
の
特
徴
に
つ
い
て
論
述
し
な
さ
い
。

問
三
、
後
半
3
行
（
「
加
賀
5
云
生
馬
」
）
の
記
事
に
は
不
備
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
ふ
れ
つ
つ
、
当
該
作
品
の
伝
本
（
写
本
）
の
系

統
に
つ
い
て
論
述
し
な
さ
い
。

み
磁
貨
斧
衷
手
東
ヂ
七
望
三
百
卒
匹
歩
這
夭
下
大

榊
令
駒
和
ふ
国
土
神
煮
史
卑
冬
皮
ら
令
ぷ

年
峯
人
和

2
"ゲ
:
合

t
i尤
m9令玉

神
犀
総
竺
表
企
是
岬
堂
｀
ぃ
久
畝
み
竺
方
仕

約
非
尿
正
東
す
望
＾
；
岱
令
令
犀
ピ
5

ぶ
飩
が
託
麦
民
主
洛
着
国
ぷ
ウ
ャ
ー
着
故
ら
万
枯

名
:
析
尿
西
ャ
一
ヤ
六
望
盲
九
歩
坪
船
令
辱
¥

べ
＊
佑
紀
ぞ
み
令
琵
麦
犀
ゲ
千
悶
悛
柘

飲
”
＾
生
馬
．

科

目

名

資

料

解

読

（
国
語
科
教
育
学
二
国
語
科
内
容
学
）

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
入
学
試
験
問
題

二

0
ニ
―
年
度



【
影
印
】

問
一
次
の
影
印
を
行
数
・
字
配
り
な
ど
は
そ
の
ま
ま
に
翻
刻
せ
よ
。

問
二
こ
の
作
品
は
ど
の
よ
う
な
作
品
だ
と
考
え
る
か
、
根
拠
も
含
め
て
説
明
せ
よ
。
ま
た
何
が
書
か
れ

て
い
る
か
、
説
明
せ
よ
。

問
三
本
文
校
訂
に
つ
い
て
、
研
究
者
は
ど
の
よ
う
な
態
度
で
臨
む
べ
き
か
、
ご
自
身
の
研
究
領
域
に
関

わ
ら
せ
な
が
ら
論
述
せ
よ
。

問
四
次
の
中
か
ら
―
つ
選
ぴ
論
述
せ
よ
。
選
択
し
た
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

①
『
源
氏
物
語
』
の
亨
受
に
つ
い
て

②
仮
名
日
記
と
歴
史
物
語
に
つ
い
て

③
大
斎
院
文
化
圏
に
つ
い
て

一
桐
彦
Z

約
什
り
：
り
ク
を
い
ち
：
会
2

り
し

i
i

佐
り
~
そ
ク
い
~
：

n
約
？
ん
手
り
ぶ

粗
令
i
を
も
ん
~
点
峨
？
ィ2
名
；
i

7
t
i
kノ
フ
喜
幻
心
i
f
らば
“
7夕の

メ
ゲ
L
iめ
¢
u
i
i
c
2
l文
公
う
り
L

i
て
う
夕
ふ
ー
ノ
｛
の
1
て
う
ー
り
ん
で
W
↓
f
り
ク
が
わ

E
iァ

ぇわ^
，

J

ィ＇し
ゅ

ii:¢
邸
j
り
り
か
(ll.＊し

直
ば
；
りT
i

；
さ
り
を
り
（
へ
句
人
砂
古
別
~
ノ

む
[
¢
や
を
ど
：
？
り
‘
り
よ
如
れ
↓
倍
ー
も

圏

古

典

文

学

n
（
中
古
文
学
）

科
目
名

二

0
ニ
―
年
度

資
料
解
読

※

W
E
B
公
開
に
際
し
、
所
蔵
者
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、
出
典
を
追
記
し
て
お
り
ま
す
。

[
源
氏
小
鏡
]
巻
第
＿

S
六
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
）

（
国
語
科
教
育
学
二
国
語
科
内
容
学
）

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
入
学
試
験
問
題

(
0
 



次
の
問
題
一
、
問
題
二
の
う
ち
の
い

Tlれ
応
”
を
涸
芦
択
し
て
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

問
題
一
次
の
資
料
は
、
仮
名
書
き
の
『
吾
妻
鏡
』
の
一
節
で
あ
る
。
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
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つ
て
．
哀
V
9乏
丁
い
竺
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ら
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含
土
了

1
と
ぶ
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釘
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尉
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了ご
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易
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糾
ャ
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~
幻

喜
ろ
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|
シ
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砂
ク
た
§
‘
り
ー
乙ゞ
？
忍
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加
，
る
二
[
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一

ぃ巴
□員
尺
汀
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こ
尉
げ
：
四
羞

ぷ
ぷ

t
~
‘
r

ぅ
＼
さ
ら
し
＼

s
？
‘
‘

厄
象
ャ
A

ふ
と
切
り
~
、
．
屈
ん
ん
舟
ヤ
含

l
~

砧
了

り
？
＼
い
釘
を
岱
加
し
哀
了
ィ
尻
・
そ

紛
‘
.
？
ふ
冬
テ
砂
介

9ク
ら
，

b

久
く
ぷ
製
祐
厨
記
バ
磁
名
ふ
芥
一
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1
|

＇

わ
~
．
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.

.
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 f
.

r
9
,
．了
'9
9
9
•
I
,
'
_
1
1
|

,1
.
.
＇
ぅ
，
＇
．
，
．
r
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•9・
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1,ー

※

W
E
B
掲
載
に
際
し
、
所
蔵
者
か
ら
の
要
請
に
よ
り
出
典
を
追
記
し
て
お
り
ま
す
。

鹿
児
烏
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵

問
一
全
文
を
行
数

・
字
配
り
は
そ
の
ま
ま
に
翻
字
し
な
さ
い
。

問
二
『
吾
妻
鏡
』
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
を
述
べ
な
さ
い
。

問
三
傍
線
部
の
人
物
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
を
述
べ
な
さ
い
。

国

二

0
ニ
―
年
度

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
入
学
試
験
問
題

科
目
名
資
料
解
読
（
国
語
科
教
育
学
口
国
語
科
内
容
学
）

古
典
文
学

m
（
中
世
文
学
）

7
 



二
0
ニ
―
年
度

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
入
学
試
験
問
題

科
目
名
資
料
解
読
（
国
語
科
教
育
学
[
巴
語
科
内
容
学
）

1

1
・

・

問
題
二
次
の
資
料
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

1
1
1っ
i
い
/
ゞ
ぞ

tょ
／
！
直
で
＼
ね
ど
4

、

t
:
5
ミ
＇
~
合

ぐ＇ー
う
い
て
）
乙
と
で
か
壼

>
Wゞ
い
し
ー
1兄

図
f

奴
了
昇
外
が
私
吃

？
且
乃
房
ク
匂

/
g↑
ー
六
畜

i
l
f
/：
ん
ら

1

雌
噂

f

ぇ
ヤ
象
や
：
｀
／
ぷ
ぷ
粒
心
~
罰
尻
竺
，

八

，ぃ＼

↑
 

l
t

：
：
~
弓
凶
％
え
｝
（
郊
り
~
喜
賢

u

心匂

rfiLtL竹
:
り
り
す
合
ょ
ー

ー
を
り
と
n
|
＇
じ
ー
；
忠
名:
~
~
~
i
ら
）
¢

-
j

百

：

？

名

亨

＜
妨
、
す
く
的
ぎ
衿
ん
、
め

1
9芯
疇
i

,

:>

問
一
全
文
を
行
数
・
字
配
り
は
そ
の
ま
ま
に
翻
字
し
な
さ
い
。

問
二
こ
れ
は
あ
る
女
性
歌
人
の
私
家
集
に
付
さ
れ
た
「
雖
入
勅
撰
不
見
家
集
歌
」
の
一
部
で
あ
る
。

そ
の
私
家
集
名
を
推
定
し
て
記
し
、
そ
の
歌
人
に
つ
い
て
書
き
な
さ
い
。

問
三
和
歌
か
ら
二
首
を
選
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詞
書
と
和
歌
を
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。
ま
た
、
和
歌

の
レ
ト
リ
ッ
ク
等
を
指
摘
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
和
歌
に
つ
い
て
解
説
し
な
さ
い
。

最
初
に
そ
の
和
歌
の
初
句
を
書
く
こ
と
。



区］
〔
設
問
二
〕

〔
設
問
一
〕

A
詩
を
全
訳
せ
よ
。

一
聯
皆
名
句
、

清
淡
」

耳。

然
全
篇
倶
不
稲
、

有
何
交
渉
。

且

予
謂
彼
杏
桃
李
者
、

影
能
疎
乎
、

「
横
斜
」

②

紀

的

：
・為
班
云
首
句
非
梅
、

A
詩
を
前
半
四
句
と
後
半
四
句
に
分
け
て
、
描
写
の
特
徴
を
そ
れ
ぞ
れ
記
せ
e

〔
設
問
三
]
B
①
の
傍
線
部
は
、

A
詩
の
第
三
、
第
四
句
に
つ
い
て
、
北
宋
の
王
晋
卿
（
王
読
）
と
蘇
東
披
（
蘇
賦
）
、

さ
ら
に
は
元
の
方
回
が
議
論
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
三
者
の
所
説
を
そ
れ
ぞ
れ
要
約
し
て
、
議
論
の
要
点

を
簡
潔
に
説
明
せ
よ
。

〔
設
問
四
〕

B
②
の
傍
線
部
は
、

A
詩
の
後
半
四
句
を
問
題
視
し
て
い
る
。

明
ら
か
に
し
つ
つ
、
何
が
問
題
な
の
か
を
簡
潔
に
説
明
せ
よ
。

卿
嘗
謂
此
雨
句
杏
輿
桃
李
皆
可
用
也
。

B
 ①

方

回

「
疏
影
」
、
「
暗
香
」
之
聯
、

A
 衆

芳

揺

落

獨

喧

妍

占

霊

風

情

向

小

園

疏

影

横

斜

水

清

淡

暗

香

浮

動

月

黄

昏

霜

禽

欲

下

先

倹

眼

粉

蝶

如

知

合

断

魂

幸

有

微

吟

可

相

押

不

須

檀

板

共

金

樽

問
題
―

B
の
①
②
は
、

に
答
え
な
さ
い
。

次
の
問
題

一
、

二
0
ニ
―

年
度

A
詩

中
国
古
典
文
学

（
北
宋
・
林
遁

科
目

名

資

料
解
読

不
知
次
句
「
占
霊
風
情
」

前
人
已
言
之
。

「
浮
動
」

「
浅
近
」

「
滑
調
」

五

。
六
淡
近
、

の
意
味
す
る
内
容
を

結
亦
滑
調
。

四
字
亦
不
似
梅
゜

三
•
四
及
前

又
輿

「
月
黄
昏
」
「
加

可
則
可
7

但
恐
杏
桃
李
不
敢
承
心
釦

「
山
園
小
梅
」
）

問
題
二
の
う
ち
の
い
ず
れ
か

香
能
暗
乎
゜

繁
穣
之
花
、

四
字
、
牢
不
可
移
。

蘇
東
波
云
、

初
以
欧
陽
文
忠
公
極
賞
之
、

に
対
す
る
批
評
で
あ
る
。

つ

を

選

択

し

て
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い。

（
国
語
科
教
育
学
霞

天
下
無
異
絆
。

国
語
科
内
容
学
）

王
晉

A
.
B
両
方
を
読
み
、
設
問

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
入
学
試
験
問
題

ハ叫ー1
,



（
李
白
「
王
昭
君
一
一
首
」
其
二
）

B
 昭

君
彿
玉
鞍

上
馬
暗
紅
頬

今
日
漢
宮
人

明
朝
胡
地
妾

問

題

二

次

に

示

す

A
.
B
を
よ
く
読
ん
で
、
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

科

目

名

資

料

解

読

二

0
ニ
―
年
度

【
以
上
】

（
国
語
科
教
育
学
二
国
語
科
内
容
学
）

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
入
学
試
験
問
題

A
 元

帝
後
宮
既
多
、
不
得
常
見
。
乃
使
書
工
圏
形
、
案
圏
、
召
幸
之
。
諸
宮
人
皆
賂

璽
工
。
多
者
十
萬
、
少
者
亦
不
減
五
萬
゜
獨
王
嬉
不
肯
。
遂
不
得
見
。
匈
奴
入
朝
、

求
美
人
為
関
氏
。
於
是
上
案
圏
、
以
昭
君
行
。
及
去
、
召
見
、
貌
為
後
宮
第
一
。

善
應
封
、
畢
止
閑
雅
。
帝
悔
之
、
而
名
籍
已
定
。
帝
重
信
於
外
國
。
故
不
復
更
人
。

乃
窮
案
其
事
、
璽
工
皆
棄
市
。

（
『
西
京
雑
記
』
に
よ
る
。
）

注
昭
君
…
王
嬉
の
字
。

〔
設
問
一
〕

A
の
全
文
を
、
口
語
訳
し
な
さ
い
。

〔
設
問
二
〕

B
の
詩
を
、
書
き
下
し
文
に
し
な
さ
い
。

〔
設
問
三
〕
王
昭
君
に
つ
い
て
史
的
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
王
昭
君
を
題
材
と
し
た
文
学
作
品

を
め
ぐ
っ
て
論
述
し
な
さ
い
。
な
お
、
文
学
作
品
は
複
数
に
及
び
、
ま
た
文
学
史
的
な
解

説
を
含
む
こ
と
。

LO 



早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
入
学
試
験
問
題

（
石
原
・
金
井

二
五
味
渕

鬱
和
田
）

一
、

以
下
の
文
章
は
、
佐
藤
春
夫
『
田
園
の
憂
鬱
』
（
大
正
七
年
1
1
一
九
一
八
年
）
の
冒
頭
部
と
末
尾
で

す
。
こ
の
時
代
に
な
ぜ
「
憂
鬱
」
と
い
う
気
分
が
広
が

っ
た
の
か
、
こ
の
小
説
の
表
現
と
時
代
背
景
な

ど
に
言
及
し
な
が
ら
説
明
し
な
さ
い
。

I
d
w
o
l
i
n
.
i
g
e
 

j
f
L
u
g
m
.
～d
o
j
m
o
g
r
 

A
豆
g
y
き
良
葵
こ
d

晏
9
9
2
自
ご
1idè

I

迂
0
a9.
A
U
u
n
]
e
v
g

私
は
、
呻
吟
の
世
界
で

ひ
と
り
で
住
ん
で
居
た
。

私
の
證
は
澱
ぷ
席
れ
た
潮
で
あ
っ
た
。

エ

ド

ガ

ア

ア

ラ

ン

そ
の
家
が
、
今
、
彼
の
目
の
前
へ
現
れ
て
来
た
。

初
め
の
う
ち
は
、
大
愛
な
元
氣
で
砂
ぼ
こ
り
を
上
げ

な
が
ら
、
主
人
の
後
に
な
り
前
に
な
り
し
て
、
飛
び
ま

ほ
り
纏
は
り
つ
い
て
居
た
彼
の
二
疋
の
犬
が
、
や
う
や

う
柔
順
に
な
っ
て
、
彼
の
う
し
ろ
に
、
二
疋
並
ん
で
、

そ
ろ
そ
ろ
随
い
て
来
る
や
う
に
な
っ
た
頃
で
あ
る
。
高

い
木
立
の
下
を
、
路
誓
つ
と
大
き
く
曲
っ
た
時
に
~

「

あ

あ

や

っ

と

来

ま

し

た

よ

」

．

と
言
ひ
な
が
ら
、
彼
等
の
案
内
者
で
あ
る
蜘
宅
の
太
つ

ち
ょ
の
女
が
、
片
手
で
日
に
ゃ
け
た
額
か
ら
滴
り
落
ち

る
汗
を
、
汚
れ
た
手
拭
で
拭
ひ
な
が
ら
、
別
の
片
手
で

は
、
彼
等
の
行
く
手
の
方
を
指
し
示
し
た
。
男
の
や
う

に
太
い
そ
の
指
の
尖
を
偲
う
て
、
彼
等
の
臆
の
落
ち
た

と
こ
ろ
に
は
、
黒
つ
ぽ
い
深
緑
の
な
か
に
埋
も
れ
て
、

9
5

ぷ

に

U

目
眩
し
い
そ
は
そ
は
し
た
夏
の
朝
の
光
の
た
か
で
、
鈍

色
に
ど
つ
し
り
と
或
る
落
齋
き
を
も
つ
て
光
つ
て
居
る

か
中
ぷ
さ

さ
さ
や
か
な
萱
葺
の
屋
根
が
あ
っ
た
。

そ
れ
が
彼
の
こ
の
家
を
見
た
最
初
の
機
會
で
あ
っ
た
。

彼
と
彼
の
一
要
と
は
、
そ
の
時
、
各
こ
の
草
屋
根
の
上
に

さ
ま
ょ
う
て
居
た
彼
等
の
瞳
を
、
互
に
相
手
の
そ
れ
の

上
に
向
け
て
、
腔
と
瞳
と
で
會
話
を
し
た
ー
ー

「
い
い
家
の
や
う
な
豫
党
が
あ
る
」
.

「
え
え
私
も
さ
う
思
ふ
の
」

そ
の
草
屋
根
を
見
つ
め
な
が
ら
歩
い
た
。
こ
の
家
な

ら
ば
、
何
日
か
遠
い
以
前
に
で
も
、
夢
に
で
あ
る
か
、

幻
に
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
疾
走
す
る
汽
車
の
窓
か
ら
・

で
で
も
あ
っ
た
か
、
何
か
で
一
度
見
た
こ
と
が
あ
る
や

う
に
も
彼
は
思
っ
た
。
そ
の
草
屋
根
を
焦
勁
と
し
て
の

覗
野
は
、
賓
際
、
何
腐
で
で
も
見
出
さ
れ
さ
う
な
、
平

凡
な
田
舎
の
横
顔
で
あ
っ
た
。
而
も
、
そ
れ
が
却
つ
て

今
の
彼
の
心
を
ひ
き
つ
け
た
。
今
の
彼
の
横
れ
が
エ
）
ん

な
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
う
し
て
、
彼
が

こ
の
地
方
を
自
分
の
住
家
に
撰
ん
だ
の
も
、
亦
こ
の
理

由
か
ら
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。

田
園
の
憂
鬱

或
は
病
め
る
薔
薇

工

近

代

文

学

二

0

科
目
名
資
料
解
読

年
度

忍

オ

位
／
ふ
ご

（
国
語
科
教
育
学
二
国
語
科
内
容
学
）

廣
い
武
載
野
が
既
に
そ
の
南
端
に
な
っ
て
壺
き
る
と

こ
ろ
、
そ
れ
が
漸
く
に
山
國
の
地
勢
に
入
ら
う
と
す
る

慧
ー
一
言
は
ば
山
國
か
ら
の
徴
か
な
璽
情
を
湛
へ
た

エ
ピ
U

オ
グ
で
あ
り
、
や
が
て
大
き
な
野
原
へ
の
被
打

つ
プ
ロ
ロ
オ
グ
で
で
も
あ
る
こ
れ
等
の
小
さ
な
丘
は
、

目
の
と
ど
く
か
ぎ
り
．
此
腐
に
も
起
伏
し
て
、
そ
れ
が

•••• 

，
．
 

-

.

,

 

形
造
る
つ
ま
ら
ぬ
風
景
の
間
を
綺
う
て
、
一
筋
の
平
坦

な
街
道
が
東
か
ら
西
へ

P

ま
た
別
の
街
道
が
北
か
ら
南

へ
通
じ
て
居
る
あ
た
り
に
、
そ
の
逍
に
泊
う
て
―
つ
の

草
深
い
農
村
が
あ
り
、
幾
つ
か
の
船
百
っ
た
草
屋
根
が

あ
っ
た
。
そ
れ
は
T
と
y
と
H
と
の
大
き
な
都
市
を
す

ぐ
六
七
里
の
隣
に
し
て
、
如
へ
ば
三
つ
の
鰤
し
い
旋
風

の
境
目
に
出
来
た
莫
空
の
や
う
に
、
世
紀
か
ら
は
置
き

つ
放
し
に
さ
れ
、
世
界
か
ら
は
忘
れ
ら
れ
、
文
明
か
ら

ほ
押
流
さ
れ
て
、
し
よ
ん
ぽ
り
と
置
か
れ
て
居
る
の
で

あ
っ
た

Q

「
お
お
、
喜
薇
、
汝
病
め
り
1
・」
、

言
葉
が
い
つ
ま
で
も
彼
を
追
つ
か
け
る
。
そ
れ
は
彼

の
口
で
言
ふ
の
だ
が
、
彼
の
膝
で
は
な
い
。
そ
の
誰
か

の
竪
を
彼
の
耳
が
開
く
。
そ
れ
で
な
け
れ
ば
、
彼
の
耳

が
聞
い
た
誰
か
の
萎
を
、
彼
の
口
が
即
座
に
翼
似
る
の

だ
。
ー
ー
＇彼
は
一
日
、
何
も
口
を
利
か
な
か
っ
た
筈
だ

っ
た
の
に
。

犬
ど
邦
は
酪
を
揃
へ
て
吠
え
て
居
る
。
そ
の
自
分
の

嵐
に
怯
え
て
、
犬
ど
も
は
一
暦
ば
げ
し
く
吠
え
る
。

山
彦
は
一
暦
に
激
し
く
な
る
。
犬
は
一
暦
に
吠
え
立
て

る
．．
．．．． 
彼
の
心
持
が
犬
の
降
に
な
り
、
犬
の
屋
が
彼
の

心
持
に
な
る
。
暗
い
峯
所
に
は
、
妻
が
撃
》
火
を
焚
き

つ
け
る
。
妻
が
東
京
へ
引
き
上
げ
た
い
と
い
ふ
氣
持
ほ
、

た
し
か
に
こ
ん
な
時
に
彼
慮
で
養
は
れ
る
に
違
ひ
な
い
。

何
誕
か
か
ら
膀
つ
て
来
た
猫
が
、
夕
房
催
促
を
し
て

ー
し
き
り
と
嗚
く
。
ば
つ
と
火
が
燃
え
立
つ
と
、
妻
の
顔

は
半
面
だ
け
鍔
赤
に
p

醜
く
浮
び
出
す
。
そ
の
奎
所
の

片
隅
で
は
、
薔
薇
の
コ
ッ
プ
が
、
配
の
な
か
で
ぼ
つ
り

と
浮
び
出
し
て
来
る
。
そ
の
菩
薇
は
、
蝕
ひ
の
薔
薇
ほ

燈
が
つ
て
居
る
！

彼
ほ
ラ
ン
プ
ヘ
火
を
と
も
さ
う
と
、
マ
ッ

チ
を
擦
る
、

ば
つ
と
、
手
元
が
明
る
く
な
っ
た
刹
那
に
、

「
お
お
、
薔
薇
、
汝
病
め
り
，
．」

彼
は
ラ
ン
プ
の
心
ヘ
マ
ッ
チ
を
持
つ
て
行
く
こ
と
を

忘
れ
て
、
そ
の
墜
に
耳
を
傾
げ
る
。
マ
ッ
チ
の
細
い
軸

が
燃
え
つ
く
す
と
、
一
旦
赤
い
筋
に
な
っ
て
、
直
ぐ
と

味
氣
な
く
消
え
失
を
る
。
黒
く
な
っ
た
マ
ッ
チ
の
頭
が

p

ぽ
つ
り
と
壺
へ
落
ち
て
行
く
。
こ
の
家
の
空
氣
は
険
霰

に
な
っ
て
、
し
め
っ
ぽ
く
な
つ
て
、
腐
つ
て
し
ま
つ
て
、

ラ
ソ
ブ
ヘ
火
が
と
も
ら
な
く
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
彼
は
再
び
マ
ッ
チ
を
擦
る
。

「
お
お
、
薔
薇
、
汝
病
め
り
！
」

何
本
擦
つ
て
も
、
何
本
擦
つ
て
も
。

ぶ
お
、
薔
薇
、
汝
病
め
り
！」

そ
の
酪
は
一
證
ど
こ
か
ら
来
る
の
だ
ら
う
。
天
啓
で

あ
ら
う
か
。
預
言
で
あ
ら
う
か
。
と
も
か
く
も
、
言
葉

が
彼
を
追
つ
か
け
る
。
何
慮
ま
で
で
も
何
扇
ま
で
で
も

．噌
．．．． 

ん
で
、
別
に
風
と
て
も
な
い
の
に
、
そ
れ
の
唯
一
枚
だ

け
が
、
不
思
議
な
ほ
ど
盛
ん
に
、
ゆ
ら
ゆ
ら
と
左
右
に

揺
れ
て
居
る
。
さ
う
し
て
そ
の
都
度
、
葉
裏
が
白
く
光

る
ー
ー
そ
れ
を
簗
と
見
つ
め
て
居
て
＄
．．
 
尋…
。
彼
を
見

つ
け
た
犬
ど
も
が
、
い
そ
い
そ
野
面
か
ら
飛
ん
で
舞
つ

て
、
雨
方
か
ら
飛
び
鎚
る
。
そ
れ
を
避
け
よ
う
と
身
を

か
ほ
し
て
も
・
・
・
…
。
ど
こ
か
の
樹
の
ど
こ
か
の
枝
で
、

百
舌
が
、
刺
4
9
や
う
に
き
り
き
り
嗚
き
出
し
て
も
：
．．
 
疇
•
、

渡
烏
の
群
が
降
り
ち
ら
ば
る
や
う
に
、
ま
ぷ
し
い
入
日

の
空
を
蹴
れ
飛
ぷ
の
を
見
上
げ
て
も
・
・
令
・
・
・
、
明
る
い
タ

麿
閉
ぷ
悶
t:．．

 
ヽ
向
側
の
店
蔑
の
家
か

ら
、
網
々
と
ク
錆
の
燈
が
ゆ
れ
も
せ
ず
瀞
に
立
昇
る
の

を
見
て
も
・
・
・
・
・
・

ず
か
ん
）

// 



-
0
 ①

以

下

の

文

章

で

は

な

ぜ

「
大
衆
文
学
」

つ
と
り
あ
げ
、

日
本
の
近
代
文
学
史
上
、
読
者
を
意
識
し
た
最
初
の
作
家
は
菊
池
寛
だ
っ
た
。
菊
池
以
前
に
も
読
者
の
た
め
に
書
い
た

作
家
は
い
る
。

し
か
し
み
ず
か
ら
を
も
民
衆
に
ふ
く
め
て
、
そ
の
民
衆
を
自
覚
し
た
作
家
は
彼
が
第
一
で
あ
ろ
う
。
大
正

九
年
三
月
に
『
文
章
世
界
』
に
発
表
し
た
ニ
ッ
セ
イ
で
、
彼
は
書
い
て
い
る
。

「
選
ば
れ
た
少
数
者
の
み
が
、
創
作
の
欣
び
を
享
受
す
る
こ
と
が
出
来
、
取
り
残
さ
れ
た
る
多
数
は
、
た
だ
そ
の
少
数
者

の
作
品
を
、
鑑
賞
す
る
と
い
う
事
し
か
、
許
さ
れ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
芸
術
が
人
生
に
存
在
し
て
い
る
有
難
さ
の
過
半

は
、
台
無
し
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。
」
（
芸
術
と
天
分
）

そ
し
て
「
少
数
の
天
才
や
オ
人
だ
け
が
、
創
作
の
権
利
を
襲
断
し
た
文
芸
の
貴
族
政
治
は
過
去
の
こ
と
だ
。
天
才
が
そ

の
非
凡
な
空
想
を
、
縦
横
に
描
き
出
す
と
同
時
に
、
凡
人
が
そ
の
平
凡
な
、
し
か
し
な
が
ら
平
凡
な
る
万
人
に
共
通
な
空

想
を
、
コ
ッ

n
ツ
と
描
く
こ
と
を
許
さ
れ
る
時
代
な
の
だ
」
と
述
べ
た
と
き
、
「
文
学
の
社
会
化
」
は
具
体
化
の
n
ー
ス
に

入
っ
た
と
い
え
る
。
菊
池
は
つ
づ
い
て
、
文
芸
作
品
の
芸
術
的
価
値
以
外
に
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活
そ
の
も
の
に
あ
い
わ
た

っ
て
く
る
力
と
し
て
「
生
活
的
価
値
」
の
問
題
を
提
起
し
た
。
彼
は
「
作
家
凡
庸
説
」
を
提
唱
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で

の
文
学
者
が
陥
り
が
ち
だ
っ
た
エ
リ
！
卜
意
識
を
く
だ
き
、
「
当
代
の
読
者
階
級
が
作
品
に
求
め
て
い
る
も
の
は
、
実
に

生
活
的
価
値
で
あ
る
」
と
し
て
、
新
し
い
読
者
階
級
と
作
家
の
結
び
つ
き
を
強
調
し
た
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
す
す
ん
で

読
者
（
社
会
）
と
文
学
を
架
橋
す
る
役
割
を
果
し
、
生
活
人
と
し
て
の
作
家
の
社
会
的
地
位
を
確
立
す
る
た
め
に
力
を
つ

く
し
た
。

ま
た
生
田
長
江
は
菊
池
が
着
目
し
た
文
芸
作
品
の
生
活
的
価
値
を
さ
ら
に
徹
底
さ
せ
、
な
ま
じ
っ
か
文
芸
に
た
い
す
る

特
殊
な
教
養
を
も
つ
と
い
わ
れ
る
読
者
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
一
般
的
群
衆
の
ほ
う
が
、
は
る
か
に
健
全
な
信
頼
で
き
る
文
芸

観
や
鑑
賞
能
力
を
そ
な
え
て
い
る
と
力
説
し
、
ふ
つ
う
の
読
者
は
「
単
な
る
娯
楽
を
求
め
る
つ
も
り
で
読
み
出
し
た
場
合

（
そ
れ
が
そ
し
て
通
則
で
あ
る
）
に
す
ら
も
、
い
つ
と
は
し
ら
ず
単
な
る
娯
楽
以
上
の
物
を
、
本
当
の
、
人
生
の
為
め
の

芸
術
を
要
求
し
て
来
る
」
（
何
故
に
大
衆
文
芸
は
よ
ろ
こ
ば
れ
る
か
）
と
書
い
て
い
る
。

菊
池
寛
が
通
俗
小
説
の
世
界
で
行
な
っ
た
読
者
発
見
の
努
力
を
、
時
代
小
説
の
分
野
で
果
た
し
た
の
は
白
井
喬
二
だ
っ

た
。
「
文
芸
愛
好
家
な
ら
ざ
る
読
者
、
何
の
文
芸
的
素
養
の
な
い
人
間
、
そ
う
い
う
人
の
考
え
る
こ
と
感
ず
る
こ
と
が
人
間

の
考
え
で
な
い
と
誰
が
い
い
得
よ
う
ぞ
。
そ
れ
を
愛
す
る
本
質
的
の
博
大
性
を
持
っ
て
い
る
人
の
み
が
撰
ば
れ
た
る
大
衆

作
家
だ
」
と
い
い
、
「
わ
れ
わ
れ
の
恩
っ
て
い
る
大
衆
文
芸
と
い
う
も
の
は
、
従
来
の
つ
ま
り
純
文
学
愛
好
者
以
外
の
要
求

す
る
文
学
が
存
在
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
基
礎
を
置
い
た
も
の
な
の
で
」
と
語
る
白
井
の
言
葉
は
、
菊
池
の

発
言
と
照
応
す
る
。
そ
し
て
菊
池
が
「
真
珠
夫
人
」
や
「
第
二
の
接
吻
」
を
書
き
r

劇
作
家
協
会
や
小
説
家
協
会
（
の
ち
に
合

併
し
て
文
芸
家
協
会
と
な
る
）
の
創
設
に
骨
折
り
、
著
作
権
や
原
稿
料
問
題
に
奔
走
し
た
よ
う
に
、
白
井
は
直
木
三
十
五
や
江

戸
川
乱
歩
と
、
大
衆
作
家
の
自
主
的
親
睦
団
体
「
二
十
一
日
会
」
を
組
織
し
、
機
関
誌
『
大
衆
文
芸
』
を
発
刊
、
『
現
代
大

衆
文
学
全
集
』
の
出
版
企
画
を
積
極
的
に
推
進
し
て
、
大
衆
作
家
の
地
位
向
上
に
努
め
た
。
し
か
し
事
こ
こ
ろ
ざ
し
と
ち

が
い
、
現
実
は
理
想
を
具
現
化
す
る
ま
え
に
、
通
俗
へ
と
拍
車
を
か
け
、
作
家
は
組
織
さ
れ
た
俗
物
主
義
の
な
か
へ
急
転

直
下
、
転
落
し
て
ゆ
く
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
大
衆
文
学
と
お
な
じ
根
か
ら
発
し
、
大
衆
の
持
つ
積
極
面
を
文
学
的
に
反
映

さ
せ
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
が
、
前
記
の
観
点
を
保
持
し
な
が
ら
、
現
実
に
あ
る
大
衆
の
動
向
か
ら
遊
離
し
、
孤
立
化
し

た
ま
ま
時
代
の
圧
力
に
屈
し
て
ゆ
く
さ
ま
と
、
奇
妙
な
双
曲
線
を
な
し
て
い
る
。
日
本
の
近
代
文
学
が
成
立
時
に
見
失
っ

た
も
の
を
回
復
す
る
唯
一
の
機
会
は
、
こ
う
し
て
ふ
た
た
び
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ
た
。

大
衆
文
学
を
大
彙
消
費
の
た
め
の
文
学
と
規
定
す
る
の
は
た
や
す
い
。
需
要
供
給
の
法
則
か
ら
み
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な

説
が
な
さ
れ
る
の
も
当
然
だ
が
、
そ
れ
で
は
大
衆
文
学
の
内
発
的
な
契
機
は
見
す
ご
さ
れ
て
し
ま
う
。
な
ぜ
大
衆
文
学
は

成
立
期
の
理
想
を
失
い
、
通
俗
へ
と
傾
斜
し
た
の
か
。
大
衆
文
学
の
大
衆
性
と
は
な
に
を
意
味
し
た
か
。
ま
た
成
立
当
初
、

大
衆
文
学
が
時
代
小
説
だ
け
を
さ
し
て
い
わ
れ
た
理
由
は
な
に
か
、
等
々
の
問
題
を
あ
ら
た
め
て
問
う
こ
と
は
少
し
も
ふ

ろ
ぽ
け
た
課
題
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

②

具

体

的

に

近

代

文

学

作

品

を

科

目

名

資

料

解

読

年
度

こ

こ

で

述

べ

ら

れ

て

い

る

こ

と

と

の

関

係

を

論

じ

な

さ

い

。

を

論

じ

て

い

る

の

か

、

二

、

次

の

文

章

は

尾

崎

秀

樹

「

読

者

の

発

見

と

伝

統

」

こ

れ

を

読

ん

で

以

下

の

問

い

に

答

え

な

さ

い

。

そ

の

理

由

を

ま

と

め

な

さ

い

。

（
国
語
科
教
育
学
g

（
『
大
衆
文
学
論
』

一
九
六
五
年
、

国
語
科
内
容
学
）

勁
草
書
房
）

の

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
入
学
試
験一

節
で
あ
る
。

題
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